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地域活動における
ブレインストーミングの活用方法
―創造的な思考と関係性を生み出すための手法―
1．はじめに
本稿の目的は，地域活動において「創造的な思考と
関係性を生み出すためのブレインストーミングの手
法」について紹介していくことにある 1）。本稿でいう
「創造的」とは「新しいものを生み出す力があること」
をいう。「創造的な思考と関係性を生み出すブレイン
ストーミング」とは，
①「新しいアイデアを創出（Create）するための知
的ツール」としての側面だけでなく，
②様々なことばをとおして「自らの考えや物事を表
現する手段」として，また，
③メンバー間の「コミュニケーション（相互作用）
を円滑に図るための手段」として，さらに，
④「新たな知を創出するための関係性をつくり出す
（Activate, Recreate, Revitalize）手段」
としてのブレインストーミングの役割も包括した定義
となっている 2）。こうした考えのもと，地域活動の場
で行ったブレインストーミングの成果を紹介していく
のが本稿の主旨である。
地域における様々な社会・経済的課題を解決するた
めのアイデアや方策が求められる状況では，一般的に
創造的な思考方法による解の導出が期待される。そう
した際に，ひとりで思考にふけるのではなく，何人か
でグループをつくり，メンバー間のコミュニケーショ
ンをとおしてアイデア導出を図るのがブレインストー
ミング（集団的な発想法）である。これは，人と人と
の相互作用（関係性）から知が創出されることに意義
なり価値が見出され，様々な場面で活用されている。
ブレインストーミングは，参加メンバーの「創造性―
創造的な態度や思考，問題解決能力―」を育む機会を
もたらすだけでなく，グループ内に「創造的な関係性
―新しいものを生み出す力を備えた人々のつながり方
―」をもつくり出す 3）。ブレインストーミングは集団
的な活動であるが故に，同じメンバーが何度も継続的
に知的経験を共有していくと，グループとしての仲間
意識や一体感が芽生えたり結束力が強化されたりす
る。結果，新しいアイデアの創出や自由な意見交換が
行われやすい環境が醸成されてくる。
地域活動において創造的思考と関係性を生み出すた
めのブレインストーミングがなぜ必要なのか。地域社
会には多様なステイクホルダー（利害関係者）が存在
する。住民，事業者（企業），行政といった関係だけ
でなく，同じ住民でも，居住歴（新住民と旧住民）や
年齢・年代，世帯構成，職業などによって地域社会へ
の意識は大きく異なることがある。地域の多様なステ
イクホルダーが地域の社会・経済的課題について問題
意識を共有したり，何らかの解決策に対して共通理解
をもつ必要がある場には，住民同士のコミュニケー
ションを円滑に図りながら，「知を創出する関係性」＊専修大学商学部教授
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を育んでいかなければ，様々な社会・経済的課題に対
して創造的に取り組む環境は醸成されないだろう。
以上の問題意識のもと，地域活動における思考ト
レーニングのひとつとして，「創造的思考を生み出す
ための実践的なブレインストーミング」の手法を紹介
していく。本稿で紹介する手法は，あくまでも筆者の
教育的体験にもとづいて改良を重ねてきたものなの
で，一般的でアカデミックな観点から裏付けられた手
法かどうかは担保しかねる。それ故に，他の様々な地
域活動の場で活用してもらうことで，改良と批判に耐
えながら一般的なアプローチへと高められていくこと
を期待している。そのためのインストラクション・マ
ニュアルとして活用できるよう，各手法についての手
順，目的，応用方法を示し，できるだけ多くの写真を
用いて具体的に解説するよう努めている。
ブレインストーミングの基本的な手法やアイスブレ
イキングの手法，連想法や発展的思考法，因果法と
いった基礎的な思考方法と，それらを用いて大学生に
行ったブレインストーミングの手法と成果について
は，拙稿（2014）「創造的な思考と関係性を生み出す
ブレインストーミングの手法―地域社会におけるアク
ティブラーニングの試行―」専修商学論集 98 号，
131-154 頁に記載しているので参照されたい。
2．地域活動におけるブレインストーミングの手法
以下では，筆者が行った地域活動でのブレインス
トーミングの成果を紹介していく。ひとつは，2-1.
「『シアワセ』の相対化」，もうひとつは 2-2.「『自分ご
と』がまちを救う」である。
両方とも，最初にアイスブレイクの時間を設け，参
加者がある程度打ち解け合った後に本題となるテーマ
に沿ったブレインストーミングを行い，その成果を発
表してもらいながら全員でテーマについて考えてもら
うようにしている。地域で行われるセミナーやワーク
ショップには，見知らぬ人同士が席を同じくすること
がよくある。同じ地域に住んでいても，年齢や職業，
家族構成，趣味や好みも違うだろう。そうした人々が
集まってブレインストーミングのようなグループワー
クを行う上では，参加メンバーがある程度打ち解け
て，自由に意見交換ができるような雰囲気づくりがま
ず必要になる。一般的な自己紹介は，名前や所属，趣
味や出身地などを簡単に話すだけで，お互いのことは
よく解らないし，親近感を抱くには時間がかかるだろ
う。そこで，メンバー間の心理的な距離を短時間でで
きるだけ縮めるための手法として，初めにブレインス
トーミングを活用したアイスブレイキング・ゲーム
（Icebreaking Game）を行っている。なお，大学生を
対象とした同様の手法は，拙稿（2014）で紹介してい
るので参照されたい。
なお，以下で紹介する＜手順＞には，それぞれのブ
レインストーミングの所要時間を付記しているが，こ
れは 4～5 グループ（1 グループ 4～5 名で構成）で
行った場合のおおよその時間（作業の説明からブレイ
ンストーミングの実施と発表まで）を目安としてい
る。したがって，参加者数やグループ数の増減によっ
て，また各グループのプレゼン時間によっても時間数
が増減することに留意して頂きたい。
2-1．「シアワセ」の相対化―私の「シアワセ」から
「他人のシアワセ」へ―
2-1-1．アイスブレイク：「シアワセ」を感じるとき
＜手順＞（所要時間：30-40 分）
（1）参加メンバーひとりに 10 枚ずつ付箋紙（約
5×5cm サイズ）を配布する
（2）1 枚目には自分の名前（ふりがな）をマジック
で記入してもらい，胸の中心か上部に貼り付け
る。2 枚目以降は自分が「シアワセを感じると
き」を 1 枚の付箋紙にひとつずつ記入してもら
い，それを胸や腕など体のわかりやすい位置に
すべて貼り付けていく（写真 1）。具体的には，
「風呂上がりのビール」「ゴルフ」「家族旅行」な
ど，日常の様々な生活シーンが記入されるであ
ろう
（3）すべての付箋紙が書き終わったら，全員が立ち
上がり，歩き回りながら自分と「似た者同士」を
探してもらう。例えば，「趣味が似ている（音
楽，スポーツ…）」「酒や料理などの好みが似てい
る」「家族との時間を大事にしている」など，共
通する特徴を「ひとつだけ」見つけ出しながら仲
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間を探していく（写真 2）
（4）似た者同士が 4～5 人集まったら，そこでひと
つのグループになり，先に出来上がったグループ
から順に固まって席に着く。最後に数人ほどあぶ
れたメンバーが出た場合は，その人たちだけでひ
とつのグループをつくる
（5）各グループは，自分たちの「シアワセ」が書か
れた付箋紙を体からはがし，それらを模造紙にす
べて貼り付けていく。そのとき，各自の付箋紙
（シアワセ）は「似たもの同士」で新しくグルー
プ分けし，それぞれのグループをマジックで囲い
タイトルをつける（写真 3）。このとき，どこの
グループにも属さないような付箋紙があった場合
は，無理にどこかのグループに組み込むようなこ
とはせず，「はずれた意見」として一旦は模造紙
の端の方に貼り付けておく。付箋紙をグルーピン
グする際には，「食べもの」「趣味」「旅行」と
いった一般的な枠組みでグルーピングをしても構
わないが，先に出た「はずれの意見」を取り込ん
だりしながら，できるだけ「奇抜な（amazing；
意外性や驚きのある）」グルーピングをしていく
ことが望ましい（写真 4）
（6） 似たもの同士のグループがいくつか出来上が
り，すべての付箋紙を整理できたら，それらのグ
ループ全体に共通するようなタイトル，即ちより
一般化・抽象化されたもうひとつの共通点をみつ
け，それを「自分たちのグループ名」として模造
紙の上部に書き込む。ここでのグループ名は，
（3）で仲間探しをした時の「共通の特徴」とは異
なる新たな名称をつける。そしてこれもまた，で
きるだけ「奇抜な名称」が望ましい（写真 5）
（7） 最後に各グループは，グループ結成のプロセス
と理由，グループ名の由来などについて順に発表
する（写真 6）
写真1：自分の書いた付箋紙を貼る
写真2：似たもの同士を探す
写真3：似たもの同士のグルーピング
写真4：奇抜なグルーピング
